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　糸魚川市手数料条例の一部を改正する条例の制定１
件、補正予算３件、決算認定５件、その他１件を審査しま
した。また、「介護予防・日常生活支援総合事業への移行
について」の所管事項調査を行っています。

質問　一般廃棄物最終処分場及び産業廃棄物処分場
について、多額の費用と年数を要する工事が発生する原
因は何だったのか。適正化工事が終わったとの報告だけ
で終わるのではなく、今後の資料として、行政のミスから始
まった経緯、経過等を冊子にして、いつでも、誰でも見ること
ができるように教訓として残してもらいたいが、いかがか。

答弁　一般廃棄物最終処分場については、市が基準値
以上の水銀を含んだ煤塵（ばいじん）を埋め立てたこと、ま
た、産業廃棄物処分場については、市が埋め立てる物を
確認していたが、不法投棄などへの管理体制が甘かった
ことによって起こってしまった。それを適正化するための工
事を進めてきたが、その段階においても、地元の方々へ大
変ご迷惑をおかけしたと思っている。
　市野々地区の産業廃棄物処分場は、平成27年８月21日
に完成し、大野地区の一般廃棄物最終処分場も今年度
末くらいには工事が終わるので、この教訓を生かして、市と
しても記録を残し、担当する職員に引き継いでいき、教訓と
なるようなまとめをしていきたい。

質問　個人番号制度は、まだまだ市民に理解が浸透して
いない。様々な手続など不安を抱える市民が多いことか
ら、市として今後どのような手順で市民への説明をしていく
のか。

答弁　個人番号カードには、個人情報である氏名、住
所、性別、生年月日の基本４情報が記載されている。この
番号制度の運用に当たっての情報は、総務省、国税庁
等から県を通して市に来ており、セキュリティ対策につい
ても国からの情報を受けて、それに準じた形で対応して
いく。まず通知カードで全国民に番号が配布され、その
後申請をしていただいてから、平成29年７月に国、県、市
町村がつながった段階で本格運用となる。いろいろな会
議、懇談会、老人クラブの会合等へ出向かせていただ
き、市として説明する機会を増やしていきたいと考えてい
る。

市民厚生常任委員会

公害対策費
（一般会計歳入歳出決算認定）

糸魚川市手数料条例の一部を改正する条例の
制定について

質問　総合事業の新しい構成の中で、医師、看護師等、
医療の力が求められる部分はあるか。また、地域医療の資
源が不足している中で、市役所の保健師を市民のために
役立てることはまだまだあると思うが、そういったことは、こ
の中で考えていないのか。

答弁　総合事業への早期移行については、現行のサー
ビスを移行するというものであり、在宅医療と介護の連携
については、県が中心となって行っている在宅医療連携
協議会を、今後は市が中心となる形で取り組んでいく。ま
た、市の職員の活用については、３～６か月の短期集中
で行う、専門職による訪問型サービスにおいて活用して
いきたいと考えている。

介護予防・日常生活支援総合事業への移行に
ついて（所管事項調査）

質問　当初予算に比べて大きな補正額だが、件数が予想
よりも大幅に上回ったということか。また、ＬＥＤとの割合等は
どうか。

答弁　補助要綱に基づく街路灯の設置は、平成26年度
実績で126灯であった。平成27年度はこれまでに120灯を
設置してきたが、まだ13地区43灯の要望を受けており、そ
の分の補正である。
 今年度実施している街路灯に関しては、ほぼＬＥＤで、昨
年度の実績だと約93％がＬＥＤを設置している。

街路灯設置事業
（一般会計補正予算）
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市の事務に関する調査及び議案・請願等の審査を行うための常設の委員
会です。

本会議で付託された条例制定や補正予算などの案件等について、３つの常任委員会で審査をしました。議案については
すべて原案どおり可決・認定し、陳情については採択としました。
審査の概要と、主な質疑（本定例会最終日の委員長報告から抜粋）については、次のとおりです。

常任委員会

　糸魚川市監査委員条例の一部を改正する条例の制定
等５件、補正予算１件、決算認定４件、陳情１件を審査しま
した。また、「保育料の算定誤りについて」、「乳幼児健診
の体制について」、「学校給食における事故対応につい
て」、「教育委員の服務について」及び「能生体育館整備
事業について」の所管事項調査を行っています。

質問　消防水利における防火水槽、消火栓の考え方と整
備状況、今後の整備計画はどうか。

答弁　消火栓又は防火水槽のない地区が、現在20か所
あるが、消火栓、防火水槽の設置を平成35年までに完了
させる計画である。上水道の消火栓は５基同時の使用が
可能であるが、簡易水道では１基しか使用できない場合が
あり、現在、下早川、根知の上水道化などに向けて、ガス水
道局と地元との協議の中で進めている。

質問　チーム糸魚川には大変期待しているが、メーリングリ
ストの作成や配信システムなど、交流人口、定住人口の拡大
に触れる手前の事業に留まっている。実行部隊、実践部隊
というイメージを持っているのに現実はそのようになっていな
いが、どのように考えているか。

答弁　当面できることとして、ふるさと糸魚川応援隊事業
に取り組んでいるが、それでいいとは思っていない。地域づ
くり、交流人口の拡大、市のあるべき方向性などの意見交
換の場づくりや、連携しての事業実施などができるように
持っていきたい。

総務文教常任委員会

消防水利について
（一般会計歳入歳出決算認定）

チーム糸魚川推進事業
（一般会計歳入歳出決算認定）

質問　リニューアルに関わる収入減という説明だが、リ
ニューアルによる実質的影響と、リニューアル後の状況はい
かがか。

答弁　平成26年度中は、工事着手前の７月、８月の売上の
減少、主に夏場の入込客数の減少の影響が大きい。本年
度は７月の下旬から全面リニューアルオープンしたが、８月
は昨年の宿泊者数1,532人に対して1,733人の増であり、
売上に関しても対前年で30％の増収となっており、お客様
から選んでご利用いただいている状況である。

権現荘リニューアル事業
（柵口温泉事業特別会計歳入歳出決算認定）
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　糸魚川市スキー場条例の一部を改正する条例の制定１
件、補正予算１件、決算認定６件を審査しました。

質問　開業前は１日平均2,700人の利用者を見込んでい
たが、現状でどういう数字をおさえているか。

答弁　新幹線では、７月の段階で１日約1,000人の乗降、ト
キめき鉄道は正式には発表されていないが、駅の乗り降り
で900人か1,000人、大糸線が今までより大分増えていると
いう数字もあるので、９月末の段階でいろいろな数字をトー
タルし、ジオパルも含めて全体的なものをまとめたうえで、観
光に対して今後どう戦略的にやるべきか検討したいと思っ
ている。

質問　地元就職の実数としてはどのようにつかんでいるか。

答弁　具体的な地元就職の数は把握しきれていない。毎
年春の「がんばれニューフェイス」で市内の企業に就職す
る方が約120名前後参加ということで、これが市内で職に
就いている方の数だろうと思っている。今後、しっかりした
数字の把握に努めていく。

建設産業常任委員会

新幹線開業期観光促進事業
（一般会計歳入歳出決算認定）

雇用促進事業
（一般会計歳入歳出決算認定）


